
三
年

上
限

を
廃

止

一
月
二
九
日
、
厚
生
労
働

省
の
労
働
政
策
審
議
会
（
厚

労
相
の
諮
問
機
関
）
は
労
働

者
派
遣
法
の
改
悪
に
つ
い
て

報
告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。

現
在
三
年
と
な
っ
て
い
る

派
遣
受
け
入
れ
期
間
の
上
限

を
廃
止
し
、
三
年
ご
と
に
働

く
人
を
入
れ
替
え
れ
ば
、
企

業
は
同
じ
職
場
で
派
遣
を
無

期
限
に
継
続
で
き
る
と
す
る

内
容
。
正
規
雇
用
か
ら
派
遣

労
働
者
へ
の
置
き
か
え
を
防

ぐ
と
し
て
「
臨
時
的
・
一
時

的
な
も
の
に
限
る
」
と
し
た

原
則
の
事
実
上
の
破
棄
で
す
。

生
涯
ハ
ケ
ン
労
働
？
？
！
！

正
規
雇
用
で
は
な
く
派
遣

を
雇
用
の
中
心
に
置
き
換
え
、

常
態
化
す
る
最
悪
の
内
容
で

す
。
ど
こ
の
職
場
で
も
、
誰

で
も
、
生
涯
を
不
安
定
で
低

賃
金
・
人
権
無
視
・
「
物
品

扱
い
」
の
派
遣
で
働
く
の
が

「
普
通
」
「
当
り
前
」
に
さ

れ
て
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

改
悪

ゆ
る

さ
な

い
！

政
府
は
今
国
会
で
法
案
を

成
立
さ
せ
来
年
四
月
に
は
実

施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

〇
八
年
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
後
、
日
比
谷
公
園
の
「
年

越
し
派
遣
村
」
は
派
遣
労
働

問
題
を
衝
撃
的
に
社
会
に
突

き
出
し
ま
し
た
。
世
論
と
闘

い
の
前
に
や
っ
と
派
遣
法
改

正
が
遡
上
に
の
ぼ
り
ま
し
た

が
骨
抜
き
を
重
ね
、
成
立
し

た
の
は
改
正
と
は
言
え
な
い

代
物
。
さ
ら
に
今
回
、
制
定

以
来
最
悪
の
派
遣
法
を
出
現

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

春
闘
と
一
体
で
反
対
し
よ

う
。
雇
用
は
直
接
雇
用
、
無

期
雇
用
が
原
則
！
派
遣
そ
の

も
の
の
撤
廃
め
ざ
し
闘
お
う
。

昨
年
四
月
施
行
の

改
訂
労
働
契
約
法
の

「
有
期
雇
用
五
年
継

続
し
た
ら
無
期
転
換

へ
申
込
権
が
発
生
」

と
い
う
内
容
。
有
期

雇
用
を
む
し
ろ
拡
大

す
る
要
素
も
あ
る
が

政
府
財
界
は
こ
れ
さ

え
嫌
い
例
外
を
作
る

特
別
措
置
法
を
目
論

ん
で
い
る
。
や
り
た

い
放
題
、
許
さ
ん
！

第２３３号 ２０１４年２月１０日 団結こそ命、闘争こそ力

組織を強化拡大し、階級的労働運動の発展をめざそう！

( ３ )

団結と闘いの力で

雇用と生活守ろう

とんでもない！労働者派遣法の大改悪

「５年で無期転換」に例外



四
月
か
ら
消
費
税

三
％
増
税
。
物
価
も

上
昇
。
実
質
、
大
幅

賃
下
げ
で
す
。

そ
の
上
、
健
康
保

険
料
、
国
民
年
金
保

険
料
、
介
護
保
険
料

な
ど
等
も
軒
並
み
ア
ッ

プ
。
生
活
保
護
費
も

も
更
に
切
下
げ
で
す
。

年
金
は
四
月
か
ら

０
・
七
％
の
支
給
減
。

国
民
年
金
の
満
額
支

給
の
人
（
四
〇
年
間

払
い
続
け
た
人
）
で

四
七
五
円
減
っ
て
六

万
四
四
〇
〇
円
。
こ

こ
四
年
間
で
千
六
百

円
以
上
の
減
少
で
す
。

厚
生
年
金
の
場
合
、

標
準
的
な
夫
婦
世
帯

（
夫
が
四
〇
年
間
平
均
的
保

険
料
納
付
、
妻
が
専
業
主
婦
）

で
、
一
六
六
六
円
減
っ
て
二

十
二
万
六
九
二
五
円
に
。

他
方
、
国
民
年
金
保
険
料

は
四
月
か
ら
月
二
一
〇
円
ア
ッ

プ
し
て
一
万
五
二
五
〇
円
に
。

厚
生
年
金
保
険
料
は
毎
年
、

九
月
に
必
ず
上
が
っ
て
い
ま

す
。
昨
年
ま
で
の
三
年
間
で

い
く
ら
上
が
っ
た
か
。
月
給

二
十
万
円
で
は
月
一
〇
六
二

円
、
月
給
二
六
万
円
で
は
月

一
三
八
一
円
値
上
げ
で
す
。

保
険
料
が
手
取
り
賃
金
を
著

し
く
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

賃
上
げ
が
な
い
ど
こ
ろ
か

大
幅
賃
下
げ
攻
撃
を
受
け
続

け
て
き
た
わ
け
で
す
。

生
存
権
か
け
て
政
府
・
財

界
と
闘
お
う
！
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( ４ )

プリマハム労組と南労会支部の合同旗びらき

たくさんの仲間の参加 ありがとうございました

保険料、税金はアップ給付は切下げ！


